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はじめに 

水田は、米を主食とするアジア地域での人口増加や、温暖化に伴う正のフィードバックのため、

今後も温室効果ガスであるメタンの主要な人為的排出源であると予測される。我が国は、1980

年代から開始された緩和策研究において先導的な役割を果たし、水管理や有機物管理といった普

遍的な削減効果を期待できる技術 1)を確立してきた。しかし、温暖化緩和の観点からの啓発的な

技術普及には限界がある。 

このような現状に対し、緩和策の実施を、本来の目的以外にも様々なインセンティブを創出す

る活動として捉え直すことが社会実装（生産者への普及や行政施策への反映）への糸口の一つと

なると、受賞者は提案してきた。そして、社会実装を進めるためには、その取組方法の整理、具

体的な道筋の提示、科学的基盤の構築が必要であると考え、水田水管理を対象として一連の方法

論開発に取り組んだ。 

 

社会実装のための取組方法の類型化 

インセンティブの種類に応じて、取組方法を 3つに類型化した 2)。すなわち、水稲生産性への

共通便益や気候変動適応策との相乗効果を通じた「自発的取組」、補助金やエコラベル等による

付加価値付けを介した「半制度的取組」、そして排出権取引や炭素市場等の行政施策を介した「制

度的取組」である。特に制度的取組については、2015年に合意されたパリ協定（第 6条 2項）に

おいて市場メカニズムの活用が明記されており、排出削減の絶対量が重視される。これは、MRV

（Measurement測定・Reporting報告・Verification検証）と呼ぶ一連のプロセスを通じて、正確性

や信頼性が確保される。 

 



科学的基盤の構築とガイドライン開発 

制度的取組を実施するための科学的知見を集積するために、水管理によるメタン削減効果の頑

強性（気象等の環境条件の違いを越えて技術が持つ有効性）を、数理モデル DNDC-Rice を用い

た長期推定によって国内およびタイ中部を対象として検証するとともに 5, 8)、国内の水田温室効果

ガス排出の測定データを集めたメタ解析によって実証した 1)。 

そして、研究者が経験的に確立してきた温室効果ガス排出量の測定法を国際的に標準化するた

めに、我が国を中心とする測定研究のノウハウを統合的に解析し 9)、チャンバー法によるメタン

および一酸化二窒素排出の測定ガイドラインを開発した 7)。これは、政府間合意に基づく国際研

究ネットワーク（農業分野の温室効果ガスに関するグローバル・リサーチ・アライアンス、GRA）

のウェブサイト等を通じて無償で公開され、広く利用されている。 

 

さらに、アジアにおける水管理の実施の現状 3, 4)を加味しつつ、水田水管理によるメタン排出削

減の制度的普及の基盤形成を目的として、MRV 実施入門書を作成した 2)（ウェブ公開準備中）。

この中では、農業に関する MRV の関係者を対象として基礎的な情報や問題点を紹介するととも

に、厳密なMRV方法論の開発にも対応できる科学的・定量的な記述を行っている。 

 

自発的取組へのイノベーション！？：ナノバブル水の潅漑 

落水を伴う既存の水管理は、イネの水需要時期や湛水保温（低温対応、フェーン対応）、大規

模粗放化、アジアの深水や雨期等、実施が困難な環境や状況がある。そこで、受賞者は水田土壌

の酸化還元調整に関する基礎研究の経験を生かし 10, 11, 12)、既存の水管理の実施が困難な環境や状

況でも適用でき、還元土壌環境の改善に伴う水稲生産性の向上によって自発的取組を見込めるシ

ーズとして、水中での長期残存性能をもつナノバブル（ウルトラファインバブル、極微小気泡）

を用いた排水を伴わない水管理を考案した。そして、純酸素を材料ガスとしたナノバブル水を常

時湛水田に潅漑することで、土壌への酸素供給を促進でき、結果としてメタンの排出量を有意に

削減できることをポットスケールで実証した 6)。ナノ（ウルトラファイン）バブルは、産学官連

携協議会「知の集積と活用の場」においても農林水産・食品産業における研究開発プラットフォ

ームが設立されており、今後、様々な研究分野との協働が期待できる。 



 

 

おわりに 

 水田水管理を事例とした農業分野における温暖化緩和策の社会実装に向けた方法論開発は、研

究側からの出口を見据えた技術開発、生産者側からの適切な技術選択、行政側からの気候変動対

応の施策立案、そして実質的な温室効果ガス排出削減を可能にする。 
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